
 

 

プラミペキソール塩酸塩錠0.5mg「JG」の分割後の溶出試験 
   
1.試験目的 

プラミペキソール塩酸塩錠0.5mg「JG」について、分割した検体の溶出試験を実施した。  
 
 

2.試験方法 

  ＰＴＰ包装内で分割（ＰＴＰ上面より、親指で押し込み分割）した製剤を、pH6.8のクエン酸・リン酸塩緩衝液

900mL（50回転）を用いて、溶出試験を行った。 
 
 

3.試験結果 

（プラミペキソール塩酸塩錠0.5mg「JG」（1錠）とプラミペキソール塩酸塩錠0.5mg「JG」（半錠）の溶出試験

結果を下記に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

4.結論 

プラミペキソール塩酸塩錠0.5mg「JG」の分割後の溶出試験を実施したところ、分割後も分割前の

製剤と同様な溶出を示していることが確認された。 
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